
2 0 2 3 年 1 2 月 6 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 246 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 
 

【不適合関係】 

・11 月 9 日 核物質防護に関する不適合情報                  〔P. 2〕 

・11 月 14 日 7 号機使用済燃料プールにおける燃料洗浄装置部品落下の可能性について 

（区分：その他）                        〔P. 7〕 

・11 月 14 日 7 号機使用済燃料プールにおける燃料洗浄装置部品落下の可能性について 

（続報）（区分：その他）                     〔P. 8〕 

・11 月 21 日 5 号機原子炉建屋（管理区域）における水の漏えいについて 

（区分：Ⅲ）                          〔P. 9〕 

・11 月 22 日 柏崎刈羽原子力発電所における核物質防護に関わる不適合事案について 

（区分：Ⅱ）                          〔P.11〕 

 

【発電所に係る情報】 

・11 月 21 日 （運転保守状況）7号機使用済燃料プールにおける燃料洗浄装置部品 

落下の可能性について（区分：その他）               〔P.14〕 

・11 月 24 日 柏崎平野周辺における地質調査について              〔P.15〕 

・11 月 28 日 7 号機における燃料洗浄作業の完了について            〔P.17〕 

・12 月 5 日 柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請について       〔P.18〕 

 

【その他】 

・11 月 28 日 加茂市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

〔P.19〕 

・12 月 6 日 柏崎刈羽原子力発電所の取組み事項について           〔P.20〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・11 月 30 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの 

進捗状況                           〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分:Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分:Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分:Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他   上記以外の不適合事象 
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

桟橋の補修作業時に、誤ってケーブルを切断してしまったことで、侵入検知器が動作し続けることを確
認した。
調査の結果、桟橋の補修を担当した当社社員は使用中のケーブルがあることを把握していなかった。
図面や現場の確認を行っていたが、過去の工事が図面に反映されておらず、周辺設備の詳細確認も
怠ったことで、当該ケーブルが使用中と気付けなかったことが原因であったもの。
切断してしまったケーブルを修理し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2023/2/21

2
監視カメラの映像が、草木により確認しにくい場合があることを確認した。
監視機能は維持。
対策として、周辺の草木を伐採し、防草シートを施工した。

2023/7/14

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視カメラの映像が、映らないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を修理し、正常な状態に復旧した。
なお、バックアップ用のカメラであったことから、代替措置は不要と判断した。

2022/8/4

2
侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。
侵入検知機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2023/1/12

3

侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を調整し機器を追加することで、正常
な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2023/7/16

4
原子力規制庁による核物質防護設備の現場確認に向けた準備の中で事前に提出した設備図書と現場
が異なっていることを確認した。設備図書を更新し、再度資料を提出した。

2023/7/28

5
侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を修理し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2023/9/23

6
ネットワーク構成図の情報が最新ではない旨の指摘を核物質防護検査にて受けたため、ネットワーク構
成図を更新の上、更新する際のルールを策定した。

2023/2/22

３．公表区分Ⅲ　　　　　　２件

４．公表区分その他　　   ６件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年１０月１０日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

 

2023年11月9日
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四角形



東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

IDカードの発行の際、「個人の信頼性確認」が有効期限内かどうか確認しているが、協力企業作業員の
IDカード発行時に有効期限が切れたまま発行したことを確認した。
調査の結果、ＩＤカード発行者が有効期限を見間違えたこと、及び当該作業員が福島第一原子力発電
所において既に信頼性確認の有効期限を更新していたため、当発電所においても新たに手続きが必要
なことを認識していなかったことが原因と判断。対策として、有効期限の管理方法や確認の手順の見直
し、更新手続きの必要性を周知した。

2023/5/16

４．公表区分その他　　   ０件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　１件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年１０月１７日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
侵入検知器の付属機器が、正常に動作しないことを確認した。
侵入検知機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該付属機器を交換し、正常な状態に復旧した。

2023/2/25

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

４．公表区分その他　　   １件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年１０月２４日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

核物質防護設備（監視カメラ・侵入検知器・監視用照明）用の電源装置取替作業時に、核物質防護設備
の機能を維持した状態で交換をすることとしていたが、作業の途中で電力供給が止まり、設備が動作し
なくなったことを確認した。
作業を中止し、電力供給を再開することで、設備が動作することを確認した。
設備への電力供給が止まった原因は、作成した手順書の不足であったことから、追加の手順を反映の
上、関係者への周知徹底を図った。
なお、不具合発生期間中の監視機能および検知機能は代替措置にて維持した。

2023/9/16

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視カメラの映像が、一部乱れることを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を調整し、正常な状態に復旧した。
なお、バックアップ用のカメラであったことから、代替措置は不要と判断した。

2022/10/21

2

核物質防護上の扉が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換・修理し、正常な状態に復旧し
た。
なお、不具合発生期間中は当該扉の出入りを一部制限した。

2023/7/14

3
核物質防護上の扉の一部が変形し、施錠しづらいことを確認した。
扉の機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を修理し、正常な状態に復旧した。

2023/7/15

4
核物質防護上の扉の付属機器に破損を確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該付属機器を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の扉の機能に影響はなく、付属機器の機能は代替措置にて維持した。

2023/2/25

5
監視カメラの一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、バックアップ用のカメラであったことから、代替措置は不要と判断した。

2023/9/28

6
核物質防護上の扉が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中は当該扉を封鎖した。

2023/10/3

３．公表区分Ⅲ　　　　　　１件

４．公表区分その他　　   ６件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年１０月３１日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

防護区域境界の点検で、警備員が未許可のスマートフォンを発見した。
調査の結果、入域する所員はバッグの中にスマートフォンが入っていることを失念していたこと、周辺防
護区域境界で点検した警備員は、確認の手順を一部省略していたこと、防護区域境界の点検では警備
員が定められた手順を遵守していたことでスマートフォンを発見できたことを確認した。
対策として、警備員の方々と対話会を実施し、核物質防護の本質を伝えるとともに手順の確実な実行を
改めて指示した。
併せて、全所員並びに協力企業の作業員に不要な物品を持ち込まないこと、および持ち込み物品の事
前確認を徹底することを周知した。

2023/9/16

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視カメラの映像が、一部乱れることを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該監視カメラを交換し、正常な状態に復旧した。
なお、バックアップ用のカメラであったことから、代替措置は不要と判断した。

2022/7/7

2

金属探知機前の荷物確認の際、協力企業作業員による非協力的なふるまいがあったことを警備員との
対話会の中での気付きとして確認した。
その後、当社核物質防護部門の所員が一定期間当該作業員の行動を観察し、同様な非協力的な振る
舞いが無いことを確認した。

2023/3/27

3
監視カメラの映像が、一部乱れることを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の監視機能は、代替措置にて維持した。

2021/12/17

4
核物質防護上の扉が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中は当該扉の出入りを一部制限した。

2023/10/10

３．公表区分Ⅲ　　　　　　１件

４．公表区分その他　　   ４件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年１１月７日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。
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2023 年 11 月 14 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：その他 

号機                   7 号機 

件名 使用済燃料プールにおける燃料洗浄装置部品落下の可能性について 

不適合の 

概要 

 

2023 年 11 月 13 日午後 8時 45 分頃、7号機で燃料洗浄装置を用いて 98 体目の燃料洗浄

を行っていたところ、装置の動作に異常を確認し、作業を中断いたしました。 

その後、11 月 14 日午前 7 時 40 分頃、水の流れる方向を制御するために使用している

ピストンバルブ装置内のナット（約 1cm）が外れていることを確認いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の 

重要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

洗浄装置のピストンバルブ装置内は箱で覆われているため、ナットは箱内部に落下 

していると推定しており、洗浄装置引き上げ後、ピストンバルブ装置を分解し、 

調査を行う予定です。 

調査結果については、別途お知らせいたします。 

 

燃料洗浄装置全体図 ピストンバルブ装置 
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2023年 11月 14日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：その他 

号機                   7号機 

件名 使用済燃料プールにおける燃料洗浄装置部品落下の可能性について（続報） 

不適合の 

概要 

 

2023年 11月 13日午後 8時 45分頃、7号機で燃料洗浄装置を用いて 98体目の燃料洗浄

を行っていたところ、装置の動作に異常を確認し、作業を中断いたしました。 

その後、11 月 14 日午前 7 時 40 分頃、水の流れる方向を制御するために使用している

ピストンバルブ装置内のナット（約 1cm）が外れていることを確認いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の 

重要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

調査の結果、ピストンバルブ装置に設置されている箱の内部にナットを確認したため、

回収をいたしました。 

今後、原因を調査し、対策を講じたうえで、燃料洗浄を再開する予定です。 

 

燃料洗浄装置全体図 ピストンバルブ装置 
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2023年 11月 21日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

号機 5号機 

件名 原子炉建屋（管理区域）における水の漏えいについて 

不適合の 

概要 

 

2023年 11月 20日午前 11時 25分頃、5号機原子炉建屋地下中 3階の炉水サンプリング

ラック室で水質分析作業を実施するため、当社社員が室外で弁の操作を行った後、室内

に入ったところ、導電率計※より約 1.2Lの水の漏えいを確認しました。 

直ちに弁を閉めたことにより漏えいは停止しました。 

漏えいした水の放射能量は 1.03×105ベクレルでした。 

なお、当社社員に放射性物質の付着は無く、水は漏えいの拡大を防止するための堰内

にとどまっており、外部への放射能の影響はありません。 

 

※導電率計 

水に不純物が溶け込むと電気が流れやすくなることを利用して、導電率（どの程度電気が流れやすい

か）を測定し、水質管理を行うため設置されている計器。 

 

現場写真＜導電率計＞ 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 今後、原因調査と再発防止を検討してまいります。 

水が漏えいした個所 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 原子炉建屋 地下中３階 

  

  

 

炉水サンプリング 

ラック室 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 

5号機 原子炉建屋（管理区域）における水の漏えいについて 
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【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所における核物質防護に関わる不適合事案について 
 

2023年 11月 22日 

東京電力ホールディングス株式会社 
 

本日開催された臨時の原子力規制委員会において、核物質防護に関する原子力規制検査

の実施状況が報告され、当社柏崎刈羽原子力発電所の事案について、現時点での暫定評価

結果として以下の判定を受けました。 

防護措置の脆弱性解消を確認したことから、核物質防護の脆弱性が公にならない範囲に

おいて、概要を別紙のとおりお知らせいたします。 
 

・個人の信頼性確認結果の見誤りによる防護区域への一時的な入域について         

安全上の重要度：緑※1 
 違反の深刻度レベル：Ⅳ※2 

 
 

また、同委員会において令和 5 年度第 2 四半期の原子力規制検査等の結果（核物質防護

関係）が報告され、本年 8 月に暫定評価を受けていた事案について、暫定評価時と同等の

以下判定を受けました。 
 

 ・核物質防護用の照明設備に係る事案  

安全上の重要度：緑※1  違反の深刻度レベル：Ⅳ※2 

（2023年 8月 23日 お知らせ済み） 
 
 

当社は、引き続き改善措置活動に取り組むとともに、更なる安全性、信頼性の向上に努

めてまいります。 
  
 

※1 安全上の重要度「緑」 

「安全上の重要度」は、原子力施設の安全確保に対する劣化の程度により「赤」「黄」「白」「緑」の順

に区分される。重要度「緑」は、安全確保の機能または性能への影響があるが、限定的かつ極めて小さ

なものであり、事業者の改善措置活動により改善が見込める水準のものに適用される。 

 ※2 違反の深刻度レベル「SL Ⅳ」(SL: Severity Level) 

「違反の深刻度レベル」は、違反の深刻度に応じて「SL Ⅰ」「SL Ⅱ」「SL Ⅲ」「SL Ⅳ」の順に区分さ

れる。深刻度「SL Ⅳ」は、原子力安全上または核物質防護上の影響が限定的であるもの、またはそう

した状況になり得たものに適用される。 

 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所における核物質防護に関わる不適合事案について（概要） 

 

以 上 

 

11

https://www.tepco.co.jp/press/release/2022/1663776_8712.html


 

別 紙 

 

柏崎刈羽原子力発電所における核物質防護に関わる不適合事案について（概要） 

 

■個人の信頼性確認結果の見誤りによる防護区域への一時的な入域について 

 

・ 2023 年 10 月 2 日、柏崎刈羽原子力発電所で実施した「個人の信頼性確認の薬物抜き  

打ち検査※」において、検査結果が陽性反応を示した受検者（社員）に対し、社員見張り

人 Aが検査結果を陰性と見誤り、防護区域内に一時的に入域させた事案を確認した。 

※当該検査は、規制要求に基づき、当社が薬物検査等も含めた信頼性確認を行い、入域の許可を得て

いる人に対して継続的な信頼性確保の観点から抜き取りで実施しているもの 

・ 当該受検者は、検査の後、執務にあたるため、防護区域に入域したが、社員見張り人 A

が執務室に持ち帰った検査結果を、社員見張り人 Bが確認したところ陽性を示していた

ことから、速やかに関係者に報告した。報告を受けた核物質防護管理者は直ちに当該受

検者を防護区域内から退域させた後、治安機関へ引き渡した。 

なお、当該受検者は、聞き取り調査を含め、警備に対して協力的に対応していた。 

・ その後の治安機関による検査の結果、陰性であることを確認したことから、核物質防護

管理者は受検者の再入域を許可した。 

・ なお、マニュアルに則れば、治安機関ではなく医療機関の検査結果にて防護区域内への

再入域の許可判断をすべきであったことから、防護区域入域資格を取り消した。 

・ 本事案は、社員見張り人への薬物検査に関する指導・教育が不十分であったことから 

社員見張り人 Aの薬物検査の判定に関する理解が不足していたことが原因。 

・ 対策として、検査の判定結果を見誤らないよう教育を実施した。今後も定期的に教育を

実施していく。また、薬物検査や再入域の判断に関するマニュアルや手順書等について

も、より分かりやすくなるよう、記載を明確化した。 

 

  

  

12



図．核物質防護に係る区画のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請について 

 

2023 年 12 月 5 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

本日、当社は、柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請書を、原子力規制委員会

に提出しました。 

 

 今回の申請は、2023 年 11 月 21 日に開催された保安規定変更に係る基本方針に関する 

審査会合において、重大事故等対処設備相当の耐震性等の耐性を有していない自主対策 

設備※1はＡＯＴ延長※2 に活用できないとの見解をいただいたことから、本見解を踏まえ、

保安規定の記載を適正化するものです。 

なお、今回の申請に際し、自主対策設備が事故対応等に使用できなくなるものではござ

いません。引き続き自主的な安全性向上の観点から自主対策設備を維持してまいります。 

 

当社は、引き続き同委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島第一  

原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めて  

まいります。 

 

※１ 自主対策設備：「技術基準上の全ての要求事項を満たすことや全てのプラント状況において使用する 

ことは困難であるが、プラント状況によっては、事故対応に有効な設備」として   

発電用原子炉設置変更許可申請書に定義されている設備 

※２ Ａ Ｏ Ｔ 延 長：保安規定には、ＳＡ設備（重大事故等対処設備）がＬＣＯ（運転上の制限）を逸脱    

した場合のＡＯＴ（要求される措置完了までの時間）を記載しており、対応する自主  

対策設備が動作可能であることの確認等によって当該時間を延長すること 

 

以 上 
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（お知らせ） 
 

加茂市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2023 年 11月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所における一連の不適切事案を踏まえ、現在進めている取り

組みを一過性のものとせず、常に安全を追求するとの視点に立ち、「柏崎刈羽原子力発電所の

目指す姿」＊を策定し、原子力改革に取り組んでいます。 

 

これらの取り組みに対する進捗状況を地域の皆さまと直接お会いし、一人ひとりにご説明させ

ていただくとともに、ご意見を拝聴し、その声を原子力改革へ活かすため、以下の通り「東京電

力コミュニケーションブース」を開設いたします。 

 

＊柏崎刈羽原子力発電所の目指す姿 

（1）核物質防護事案の各改善措置項目の効果が十分に発揮できていること 

（2）安全対策工事の完遂と、主要設備の機能が十分に発揮できること 

（3）緊急時等の対応能力が十分であること 

（4）発電所で働く全ての人々が円滑にコミュニケーションを図っていること 

 

＜加茂市＞ 

・期間：2023 年 12月 15日（金）・12月 16 日（土） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：加茂ショッピングパーク メリア／2階（加茂市駅前2-1） 

 

 

 

2024年1月におきましても、新潟県内（下越エリア）にてコミュニケーションブースの開設を

予定しており、詳細が決定次第、お知らせいたします。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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■柏崎刈羽原子力発電所の取組み事項について

いただいた声 ■広報誌「ニュースアトム」は専門用語が多く内容が難しい。

取り組み事項 ■皆さまにより読んでいただけるように、記載を工夫しました。

ニュースアトム 11月号

2023年12月6日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

１

結論を強調2

見て欲しいポイントとして専門用語の説明を追加3

詳細を記載しているホームページへの二次元バーコード追加

4

具体例を写真付きで説明

引き続き分かりやすい紙面づくりを心掛けてまいります。

5

２

３

１

4

5

他ページにも解説記事
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